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４ 市民の防災意識について

４－１ 大地震など大規模な災害に備えるための家庭内の取組

◎「懐中電灯など、停電に対する備え」が72.3％ 

大規模な災害に備えて、家庭で行なっている取組については、「懐中電灯など、停電に対する備え」

（72.3％）が最も高く、7 割台となっている。次いで、「3 日分以上の飲料水（1 人 1 日 3 リットル）の

用意（備蓄）」（47.9％）、「避難所や避難経路の確認」（39.5％）の順となっている。

問 22 現在、大地震などの大規模な災害に備えるため、あなたの家庭内で行っている取組は何ですか。

（あてはまるもの全てに○） 

図表４－１ 大地震など大規模な災害に備えるための家庭内の取組

（複数回答）　n=(1,331)

懐中電灯など、停電に対する備え

３日分以上の飲料水

（１人１日３リットル）の用意（備蓄）

避難所や避難経路の確認

３日分以上の食料の用意（備蓄）

家具の適切な配置や転倒防止対策

家族との緊急時における連絡方法の確認

窓ガラスなどの飛散防止対策

感震ブレーカーの設置（地震の揺れを感知

して自動的にブレーカーを遮断する機器）

その他

特にない

無回答

72.3

47.9

39.5

37.6

36.5

35.6

6.5

6.2

1.7

9.4

1.8

0 20 40 60 80 (%)
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図表４－２ 大地震など大規模な災害に備えるための家庭内の取組

（性／年齢別・居住区別 上位８項目）

男
性
／
年
齢
別

女
性
／
年
齢
別

居
住
区
別

72.3

67.3
57.1
67.7
60.4
77.0
84.0

61.1
59.3
70.9
79.7
87.0
87.0

71.4
73.7
65.3
77.0
76.6
69.9
75.3

0 50 100

全 体 (1,331)

20歳代 ( 52)
30歳代 ( 91)
40歳代 ( 99)
50歳代 (101)
60歳代 (122)
70歳以上 (100)

20歳代 ( 54)
30歳代 (150)
40歳代 (165)
50歳代 (123)
60歳代 (146)
70歳以上 (108)

川崎区 (168)
幸区 (152)
中原区 (219)
高津区 (191)
宮前区 (209)
多摩区 (176)
麻生区 (178)

(%)

懐中電灯など、停電に

対する備え

ｎ

47.9

32.7
40.7
44.4
47.5
59.0
64.0

33.3
40.0
35.8
46.3
61.0
58.3

42.3
51.3
49.8
46.6
43.5
40.3
60.1

0 50 100(%)

３日分以上の飲料水

（１人１日３リットル）の

用意（備蓄）

39.5

26.9
28.6
34.3
38.6
42.6
45.0

40.7
37.3
44.8
38.2
39.0
50.0

32.7
44.7
42.5
36.6
39.2
36.4
47.2

0 50 100(%)

避難所や避難経路の

確認

37.6

26.9
34.1
34.3
40.6
39.3
46.0

27.8
28.7
31.5
39.8
40.4
55.6

33.3
34.9
40.6
38.7
40.7
32.4
39.9

0 50 100(%)

３日分以上の食料の

用意（備蓄）

居
住
区
別

男
性
／
年
齢
別

女
性
／
年
齢
別

36.5

28.8
19.8
36.4
35.6
39.3
40.0

25.9
36.0
41.2
39.8
41.8
38.0

31.0
42.8
33.8
37.7
36.8
36.9
39.9

0 50 100

全 体 (1,331)

20歳代 ( 52)
30歳代 ( 91)
40歳代 ( 99)
50歳代 (101)
60歳代 (122)
70歳以上 (100)

20歳代 ( 54)
30歳代 (150)
40歳代 (165)
50歳代 (123)
60歳代 (146)
70歳以上 (108)

川崎区 (168)
幸区 (152)
中原区 (219)
高津区 (191)
宮前区 (209)
多摩区 (176)
麻生区 (178)

(%)

家具の適切な配置や

転倒防止対策

ｎ

35.6

36.5
35.2
28.3
35.6
32.8
33.0

25.9
33.3
40.0
42.3
34.9
46.3

29.2
38.2
36.1
41.4
35.9
36.4
34.3

0 50 100(%)

家族との緊急時にお

ける連絡方法の確認

6.5

3.8
3.3
10.1
3.0
8.2
5.0

0.0
4.7
7.3
7.3
10.3
8.3

6.5
7.9
6.4
6.8
3.8
6.3
9.0

0 50 100(%)

窓ガラスなどの

飛散防止対策

6.2

1.9
3.3
8.1
5.9
2.5
15.0

1.9
8.0
3.6
6.5
6.2
9.3

7.1
5.9
6.4
6.8
4.3
6.3
7.9

0 50 100(%)

感震ブレーカーの設

置（地震の揺れを感知

して自動的にブレー

カーを遮断する機器）

性／年齢別では、「懐中電灯など、停電に対する備え」は、年齢が高くなるにつれて、割合が高くな

る傾向となっている。「3 日分以上の飲料水（1 人 1 日 3 リットル）の用意（備蓄）」は、男性の 70 歳以

上（64.0％）、女性の 60 歳代（61.0％）が最も高い。

居住区別では、「懐中電灯など、停電に対する備え」は、全ての区で６割を超えている。「3 日分以上

の飲料水（1 人 1 日 3 リットル）の用意（備蓄）」は、麻生区（60.1％）で 6 割を超えている。



- 73 - 

４－２ 防災対策について行政に特に力を入れてもらいたいこと

◎「避難所の設備や備蓄（水・食料・毛布など）」が55.4％ 

防災対策について行政に特に力をいれてもらいたいことは、「避難所の設備や備蓄（水・食料・毛布

など）」（55.4％）と、「災害時の情報提供や広報」（52.7％）が５割台と高い。次いで、「災害時の医療体

制」（34.3％）、「高齢者や身体の不自由な方への支援対策」（25.2％）、「避難方法や避難場所の周知」

（24.6％）の順となっている。

問 23 あなたが、防災対策について行政に特に力をいれてもらいたいことは何ですか。 

図表４－３ 防災対策について行政に特に力を入れてもらいたいこと

（複数回答）　n=(1,331)

避難所の設備や備蓄（水・食料・毛布など）

災害時の情報提供や広報

災害時の医療体制

高齢者や身体の不自由な方への支援対策

避難方法や避難場所の周知

帰宅困難者への対策

一般住宅やマンションの耐震診断・耐震補助

洪水、集中豪雨などによる浸水への対策

公共施設の耐震化

近隣自治体や企業などとの協力体制の強化

津波対策、石油コンビナート対策など臨海部の防災対策

防災訓練や防災教室など防災知識の啓発

がけ崩れや液状化などへの対策

地下街や高層ビルに対する防災対策の強化

自主防災組織等の活動への支援

ボランティアなどの受け入れ態勢の整備

その他

特にない

無回答

55.4

52.7

34.3

25.2

24.6

16.8

11.9

8.7

8.0

6.9

6.7

6.1

5.6

3.8

3.7

3.7

1.3

0.8

2.1

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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図表４－４ 防災対策について行政に特に力を入れてもらいたいこと

（性／年齢別・居住区別 上位８項目）

男
性
／
年
齢
別

女
性
／
年
齢
別

居
住
区
別

55.4

53.8
57.1
52.5
49.5
50.8
51.0

66.7
63.3
58.8
61.8
58.2

40.7

48.8
51.3
53.4
57.1
61.2
58.0
57.3

0 20 40 60 80

全 体 (1,331)

20歳代 ( 52)
30歳代 ( 91)
40歳代 ( 99)
50歳代 (101)
60歳代 (122)
70歳以上 (100)

20歳代 ( 54)
30歳代 (150)
40歳代 (165)
50歳代 (123)
60歳代 (146)
70歳以上 (108)

川崎区 (168)
幸区 (152)
中原区 (219)
高津区 (191)
宮前区 (209)
多摩区 (176)
麻生区 (178)

(%)

避難所の設備や備蓄

（水・食料・毛布など）

ｎ

52.7

53.8
42.9
43.4
57.4
58.2

46.0

46.3
44.0
51.5
65.0
60.3
62.0

50.0
59.9

51.6
48.7
52.2
51.7
59.0

0 20 40 60 80 (%)

災害時の情報提供や

広報

34.3

28.8
29.7
29.3

47.5
28.7
39.0

31.5
32.7
41.2

31.7
35.6
32.4

29.2
40.8
35.6
27.7
40.2
32.4
33.7

0 20 40 60 80 (%)

災害時の医療体制

25.2

30.8
13.2
19.2
27.7
31.1
40.0

3.7
15.3
18.8
23.6
29.5
43.5

27.4
26.3
20.5
27.2
25.8
22.7
28.7

0 20 40 60 80 (%)

高齢者や身体の不自

由な方への支援対策

女
性
／
年
齢
別

居
住
区
別

男
性
／
年
齢
別

24.6

17.3
27.5
20.2
20.8
30.3
24.0

22.2
29.3
22.4
19.5
27.4
26.9

22.0
25.0
25.1
24.6
23.4
28.4
23.6

0 20 40 60 80

全 体 (1,331)

20歳代 ( 52)
30歳代 ( 91)
40歳代 ( 99)
50歳代 (101)
60歳代 (122)
70歳以上 (100)

20歳代 ( 54)
30歳代 (150)
40歳代 (165)
50歳代 (123)
60歳代 (146)
70歳以上 (108)

川崎区 (168)
幸区 (152)
中原区 (219)
高津区 (191)
宮前区 (209)
多摩区 (176)
麻生区 (178)

(%)

避難方法や

避難場所の周知
ｎ

16.8

21.2
23.1
21.2
13.9
13.9
12.0

24.1
18.7
18.8
17.9
14.4
8.3

13.1
15.8
15.1
20.4
18.2
17.6
16.9

0 20 40 60 80 (%)

帰宅困難者への対策

11.9

5.8
16.5
19.2

5.0
9.8
7.0

16.7
14.7
13.9
8.9
11.6
11.1

11.3
9.9
8.7
9.9
15.8
15.3
11.2

0 20 40 60 80 (%)

一般住宅やマンション

の耐震診断・耐震補助

8.7

9.6
8.8
21.2

9.9
6.6
7.0

9.3
9.3
8.5
8.1
4.8
2.8

6.0
8.6
9.6
12.0
7.7
10.2
6.2

0 20 40 60 80 (%)

洪水、集中豪雨などに

よる浸水への対策

性／年齢別では、「避難所の設備や備蓄（水・食料・毛布など）」は、女性の 20 歳代（66.7％）、30
歳代（63.3％）で、特に割合が高い。「災害時の情報提供や広報」は、女性の 50 歳代～70 歳以上で高

く、6 割を超えている。

居住区別では、「災害時の情報提供や広報」は、幸区（59.9％）と麻生区（59.0％）で、約 6 割と高

い。
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４－３ 川崎市の災害情報の入手手段

◎「緊急速報メール（ＮＴＴドコモの『エリアメール』、ソフトバンク及び auの『緊急

速報メール』）」を知っている人が49.7％、実際に入手したことがある人は42.9％ 

問 24 本市では、災害に関する情報を様々な手段を用いて提供しています。 

（１）あなたは、次の手段で提供していることを知っていますか。（あてはまるもの全てに○） 

（２）あなたは、どの手段で情報を入手したことがありますか。（あてはまるもの全てに○）

図表４－５ 災害に関する情報提供手段の認知度

（複数回答）　n=(1,331)

緊急速報メール（NTT ドコモの「エリアメール」、
ソフトバンク及びａu の「緊急速報メール」）

同報系防災行政無線（屋外スピーカー）

市ホームページの「川崎市防災気象情報」
（パソコン、携帯電話）

広報車

メールニュースかわさき「防災気象情報」
（電子メール配信サービス）

テレビ神奈川のデータ放送

防災テレホンサービス

市ホームページの「防災情報ポータルサイト」
（パソコン、携帯電話）

ケーブルテレビのデータ放送

かわさきエフエム（79.1ＭＨｚ）による放送

ツイッター「kawasaki_bousai 」
（パソコン、携帯電話）

その他

どれも知らない

無回答

49.7

29.2

25.5

19.8

10.4

9.2

5.9

5.6

4.1

4.1

3.2

0.9

22.5

2.4

42.9

20.5

14.9

12.2

7.5

5.6

2.6

2.2

2.9

1.7

1.6

1.6

28.9

4.4

0 20 40 60 (%)

知っている手段

実際に情報を入手したことがある手段

川崎市からの災害に関する情報手段のうち、知っている手段については、「緊急速報メール（NTT ド

コモの「エリアメール」、ソフトバンク及び au の「緊急速報メール」）」（49.7％）が約 5 割と、最も高

い。次いで、「同報系防災行政無線（屋外スピーカー）」（29.2％）、「市ホームページの「川崎市防災気

象情報」」（25.5％）の順となっている。

実際に情報を入手したことがある手段については、「緊急速報メール（NTT ドコモの「エリアメール」、

ソフトバンク及び au の「緊急速報メール」）」（42.9％）が 4 割台と最も高い。次いで、「同報系防災行

政無線（屋外スピーカー）」（20.5％）、「市ホームページの「川崎市防災気象情報」（パソコン、携帯電

話）」（14.9％）の順となっている。
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図表４－６ 災害に関する情報提供手段の認知度（性／年齢別 上位８項目）

男
性
／
年
齢
別

女
性
／
年
齢
別

49.7

48.1

53.8

44.4

53.5

46.7

30.0

57.4

55.3

57.0

52.8

52.7

41.7

42.9

48.1

47.3

36.4

49.5

42.6

21.0

51.9

52.0

46.1

41.5

47.9

32.4

0 20 40 60 80

全 体 (1,331)

20歳代 ( 52)

30歳代 ( 91)

40歳代 ( 99)

50歳代 (101)

60歳代 (122)

70歳以上 (100)

20歳代 ( 54)

30歳代 (150)

40歳代 (165)

50歳代 (123)

60歳代 (146)

70歳以上 (108)

(%)

緊急速報メール（NTT 

ドコモの「エリアメール」、

ソフトバンク及びａu の

「緊急速報メール」）

ｎ

29.2

15.4

20.9

20.2

23.8

32.0

27.0

25.9

19.3

32.1

40.7

45.2

33.3

20.5

15.4

13.2

16.2

15.8

26.2

22.0

14.8

12.7

20.6

25.2

32.2

23.1

0 20 40 60 80 (%)

同報系防災行政無線

（屋外スピーカー）

25.5

19.2

25.3

27.3

26.7

26.2

21.0

16.7

27.3

37.0

26.0

19.2

21.3

14.9

9.6

17.6

20.2

14.9

15.6

13.0

9.3

16.0

18.8

19.5

6.8

10.2

0 20 40 60 80 (%)

市ホームページの

「川崎市防災気象情

報」（パソコン、携帯電

話）

19.8

7.7

7.7

5.1

14.9

31.1

29.0

7.4

6.7

12.1

23.6

36.3

40.7

12.2

5.8

4.4

1.0

5.9

21.3

24.0

5.6

3.3

3.6

15.4

20.5

28.7

0 20 40 60 80 (%)

広報車

知っている手段 実際に情報を入手したことがある手段

女
性
／
年
齢
別

男
性
／
年
齢
別

10.4

1.9

5.5

7.1

9.9

9.8

13.0

9.3

12.7

19.4

11.4

6.2

9.3

7.5

1.9

3.3

8.1

11.9

5.7

8.0

5.6

8.0

15.2

9.8

2.7

3.7

0 20 40 60 80

全 体 (1,331)

20歳代 ( 52)

30歳代 ( 91)

40歳代 ( 99)

50歳代 (101)

60歳代 (122)

70歳以上 (100)

20歳代 ( 54)

30歳代 (150)

40歳代 (165)

50歳代 (123)

60歳代 (146)

70歳以上 (108)

(%)

メールニュースかわさき

「防災気象情報」（電子

メール配信サービス）

ｎ

9.2

9.6

7.7

5.1

6.9

13.9

18.0

9.3

5.3

7.3

11.4

10.3

8.3

5.6

1.9

3.3

2.0

3.0

9.8

13.0

5.6

2.7

4.2

8.1

8.2

4.6

0 20 40 60 80 (%)

テレビ神奈川のデータ

放送

5.9

1.9

2.2

4.0

1.0

4.9

14.0

3.7

1.3

3.6

5.7

11.0

14.8

2.6

－

－

3.0

1.0

3.3

8.0

－

－

1.8

3.3

4.1

4.6

0 20 40 60 80 (%)

防災テレホンサービス

5.6

1.9

5.5

7.1

5.0

8.2

10.0

3.7

7.3

4.8

4.9

3.4

2.8

2.2

－

1.1

2.0

3.0

1.6

5.0

－

4.0

2.4

1.6

0.7

1.9

0 20 40 60 80 (%)

市ホームページの「防
災情報ポータルサイト」

（パソコン、携帯電話）

知っている手段を性／年齢別で見ると、「緊急速報メール（NTT ドコモの「エリアメール」、ソフト

バンク及び au の「緊急速報メール」）」は、70 歳以上の男性（30.0％）、女性（41.7％）で割合が低い。

実際に情報を入手したことがある手段を性／年齢別で見ると、「緊急速報メール（NTT ドコモの「エ

リアメール」、ソフトバンク及び au の「緊急速報メール」）」は、70 歳以上の男性（21.0％）、女性（32.4％）

で、割合が低い。「同報系防災行政無線（屋外スピーカー）」は、60 歳代の男性（26.2％）、女性（32.2％）

で最も高い。
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図表４－７ 災害に関する情報の入手手段（居住区別 上位８項目）

居
住
区
別

49.7

53.0

57.2

47.5

54.5

42.1

53.4

44.4

42.9

47.0

47.4

41.6

46.1

35.9

43.8

41.6

0 20 40 60 80

全 体 (1,331)

川崎区 (168)

幸区 (152)

中原区 (219)

高津区 (191)

宮前区 (209)

多摩区 (176)

麻生区 (178)

(%)

緊急速報メール（NTT 

ドコモの「エリアメール」、

ソフトバンク及びａu の

「緊急速報メール」）

ｎ

29.2

30.4

27.6

32.0

31.9

29.7

23.3

28.7

20.5

25.0

21.1

23.7

20.9

20.1

14.8

20.2

0 20 40 60 80 (%)

同報系防災行政無線

（屋外スピーカー）

25.5

17.9

30.3

25.1

28.8

28.7

25.6

21.9

14.9

8.9

19.7

15.1

15.2

18.2

16.5

11.8

0 20 40 60 80 (%)

市ホームページの

「川崎市防災気象情

報」（パソコン、携帯電

話）

19.8

19.6

25.0

18.3

18.8

21.1

19.3

17.4

12.2

11.9

15.1

10.5

12.6

12.9

11.4

10.1

0 20 40 60 80 (%)

広報車

知っている手段 実際に情報を入手したことがある手段

居
住
区
別

10.4

7.7

12.5

10.5

8.4

9.6

12.5

12.9

7.5

5.4

9.2

8.2

4.7

6.2

9.1

10.1

0 20 40 60 80

全 体 (1,331)

川崎区 (168)

幸区 (152)

中原区 (219)

高津区 (191)

宮前区 (209)

多摩区 (176)

麻生区 (178)

(%)

メールニュースかわさき

「防災気象情報」（電子

メール配信サービス）

ｎ

9.2

16.1

12.5

9.6

6.8

8.1

9.1

3.9

5.6

7.7

7.9

9.6

3.1

4.8

5.1

2.2

0 20 40 60 80 (%)

テレビ神奈川のデータ

放送

5.9

7.1

5.9

5.5

7.9

5.7

6.3

2.8

2.6

4.8

2.0

3.2

2.1

1.9

2.8

1.1

0 20 40 60 80 (%)

防災テレホンサービス

5.6

3.0

7.9

5.5

6.3

6.7

5.7

5.1

2.2

1.8

4.6

2.7

1.6

1.9

1.7

1.1

0 20 40 60 80 (%)

市ホームページの「防

災情報ポータルサイト」

（パソコン、携帯電話）

知っている手段を居住区別で見ると、「緊急速報メール（NTT ドコモの「エリアメール」、ソフトバ

ンク及び au の「緊急速報メール」）」は、幸区（57.2％）が最も高く、次いで、高津区（54.5％）、多摩

区（53.4％）の順となっている。

実際に情報を入手したことがある手段を居住区別で見ると、「緊急速報メール（NTT ドコモの「エリ

アメール」、ソフトバンク及び au の「緊急速報メール」）」は、幸区（47.4％）が最も高く、次いで、川

崎区（47.0％）、高津区（46.1％）の順になっている。
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４－４ 「災害用伝言ダイヤル」と「災害用伝言板」の認知度

◎「『災害用伝言ダイヤル』と『災害用伝言板』を両方知っている」は30.3％

「災害用伝言ダイヤル」と「災害用伝言板」の認知度については、「『災害用伝言ダイヤル』と『災

害用伝言板』を両方知っている」は 30.3％となっている。一方、「どれも知らない」は、31.2％と

なっている。 

問 25 あなたは、「災害用伝言ダイヤル」や「災害用伝言板」を知っていますか。（〇は１つだけ） 

図表４－８ 「災害用伝言ダイヤル」と「災害用伝言板」の認知度

30.3 29.0

4.0

31.2 5.6

(%)

ｎ=(1,331)

「災害用伝言ダイヤル」

と「災害用伝言板」を両

方知っている

「災害用伝言ダイヤル」

のみを知っている

「災害用伝言板」のみを

知っている

どれも知らない 無回答
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図表４－９ 「災害用伝言ダイヤル」と「災害用伝言板」の認知度（性／年齢別・居住区別）

男
性
／
年
齢
別

女
性
／
年
齢
別

居

住

区

別

30.3

46.2

46.2

33.3

34.7

19.7

14.0

46.3

35.3

32.1

34.1

28.8

13.0

21.4

38.2

31.5

36.6

32.5

30.1

22.5

29.0

30.8

16.5

26.3

25.7

27.9

17.0

29.6

28.7

46.1

39.8

28.1

23.1

28.0

25.7

33.8

30.4

25.4

29.0

32.0

4.0

1.9

3.3

3.0

3.0
6.6

4.0

6.7

4.8

4.9

2.7

2.8

4.2

3.9
4.1

2.6
4.8

5.7

2.8

31.2

19.2

28.6

33.3

33.7

41.8

58.0

24.1

25.3

12.7

18.7

34.2

52.8

39.9

26.3

27.4

25.1

32.1

30.7

37.6

5.6

1.9

5.5

4.0

3.0

4.1

7.0

4.0

4.2

2.4

6.2

8.3

6.5

5.9

3.2

5.2

5.3

4.5

5.1

全 体 (1,331)

20歳代 ( 52)

30歳代 ( 91)

40歳代 ( 99)

50歳代 (101)

60歳代 (122)

70歳以上 (100)

20歳代 ( 54)

30歳代 (150)

40歳代 (165)

50歳代 (123)

60歳代 (146)

70歳以上 (108)

川崎区 (168)

幸区 (152)

中原区 (219)

高津区 (191)

宮前区 (209)

多摩区 (176)

麻生区 (178)

(%)
ｎ

「災害用伝言ダイヤル」と

「災害用伝言板」を両方

知っている

「災害用伝言ダイヤル」

のみを知っている

「災害用伝言板」のみを知っている

どれも知らない 無回答

 性／年齢別では、「『災害用伝言ダイヤル』と『災害用伝言板』を両方知っている」は、年代が下がる

につれて、割合が高くなる傾向になっている。「災害用伝言ダイヤルのみを知っている」は、女性の 40
歳代（46.1％）、50 歳代（39.8％）で高い。一方、「どれも知らない」は、男女とも、70 歳以上で割合

が高く、5 割を超えている。

居住区別では、「両方知っている」が、幸区（38.2％）で最も高い。「どれも知らない」は、川崎区（39.9％）

で最も高い。
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４－５ 「災害用伝言ダイヤル」の体験利用

◎「体験利用を知っていたが、利用したことはない」は48.0％

「災害用伝言ダイヤル」の体験利用については、「体験利用を知っていたが、利用したことはない」

（48.0％）が最も高く、次いで「体験利用を知らない」（40.9％）が高い。一方、「体験利用したことが

ある」（9.3％）は 1 割を下回っている。

問 25で『災害用伝言ダイヤルを知っている』と回答された方にうかがいます。 

問 25－１ あなたは、「災害用伝言ダイヤル」の体験利用をしたことがありますか。（〇は１つだけ） 

   図表４－10 「災害用伝言ダイヤル」の体験利用

9.3 48.0 40.9 1.8

(%)

ｎ=(1,331)

体験利用を知らない

無回答体験利用を知っていたが、

利用したことはない

体験利用

したことが

ある
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図表４－11 「災害用伝言ダイヤル」の体験利用（性／年齢別・居住区別）

男
性
／
年
齢
別

女
性
／
年
齢
別

居

住

区

別

9.3

5.0

8.8

13.6

9.8

6.9

3.2

4.9

8.3

14.0

13.2

6.0

5.1

8.4

8.2

12.6

13.3

5.0

7.7

7.2

48.0

37.5

45.6

42.4

55.7

51.7

64.5

31.7

45.8

45.0

45.1

61.4

51.3

51.8

53.6

44.8

52.3

47.9

44.2

42.3

40.9

57.5

45.6

40.7

34.4

39.7

29.0

63.4

44.8

38.8

37.4

31.3

41.0

37.3

36.1

42.0

33.6

44.6

46.2

48.5

1.8

3.4

1.7

3.2

1.0

2.3

4.4

1.2

2.6

2.4

2.1

0.7

0.8

2.5

1.9

2.1

全 体 (789)

20歳代 ( 40)

30歳代 ( 57)

40歳代 ( 59)

50歳代 ( 61)

60歳代 ( 58)

70歳以上 ( 31)

20歳代 ( 41)

30歳代 ( 96)

40歳代 (129)

50歳代 ( 91)

60歳代 ( 83)

70歳以上 ( 39)

川崎区 ( 83)

幸区 ( 97)

中原区 (143)

高津区 (128)

宮前区 (121)

多摩区 (104)

麻生区 ( 97)

(%)
ｎ

体験利用

したことが

ある

体験利用を知っていたが、

利用したことはない 体験利用を知らない 無回答

性／年齢別では、「体験利用したことがある」は、40 歳代の男性（13.6％）、女性（14.0％）で、最も

高い。「体験利用を知らない」は、20 歳代の男性（57.5％）、女性（63.4％）で最も高い。

居住区別では、「体験利用したことがある」は、高津区（13.3％）、中原区（12.6％）の順で高く、1
割を超えている。一方、「体験利用を知らない」は麻生区（48.5％）、多摩区（46.2％）の順で高い。
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４－６ 「災害用伝言板」の体験利用

◎「体験利用を知っていたが、利用したことはない」は46.5％

「災害用伝言板」の体験利用については、「体験利用を知っていたが、利用したことはない」（46.5％）

が最も高い。次いで、「体験利用を知らない」（37.3％）が高い。一方、「体験利用したことがある」（8.1％）

は 1 割を下回っている。

問 25で『災害用伝言板を知っている』と回答された方にうかがいます。 

問 25－２ あなたは、「災害用伝言板」の体験利用をしたことがありますか。（〇は１つだけ） 

   図表４－12 「災害用伝言板」の体験利用

8.1 46.5 37.3 8.1

(%)

ｎ=(1,331)

体験利用を知らない 無回答

体験利用を知っていたが、

利用したことはない

体験利用

したことが

ある
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図表４－13 災害用伝言板の体験利用状況（性／年齢別・居住区別）
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性
／
年
齢
別

女
性
／
年
齢
別

居

住

区

別

8.1

8.0

8.9

16.7

2.6
9.4

12.7

11.5

10.4

5.9

4.7

6.3

12.8

9.3

7.7

7.9

4.4

46.5

36.0

44.4

41.7

60.5

59.4

44.4

32.0

38.1

42.6

50.0

56.5

58.8

55.8

54.7

38.5

50.7

38.5

44.4

53.3

37.3

52.0

40.0

33.3

34.2

25.0

38.9

60.0

42.9

37.7

27.1

32.6

23.5

30.2

35.9

39.7

32.0

43.6

41.3

33.3

8.1

4.0

6.7

8.3

2.6

6.3

16.7

8.0

6.3

8.2

12.5

10.9

11.8

9.3

3.1

9.0

8.0

10.3

6.3

8.9

全 体 (456)

20歳代 ( 25)

30歳代 ( 45)

40歳代 ( 36)

50歳代 ( 38)

60歳代 ( 32)

70歳以上 ( 18)

20歳代 ( 25)

30歳代 ( 63)

40歳代 ( 61)

50歳代 ( 48)

60歳代 ( 46)

70歳以上 ( 17)

川崎区 ( 43)

幸区 ( 64)

中原区 ( 78)

高津区 ( 75)

宮前区 ( 78)

多摩区 ( 63)

麻生区 ( 45)

(%)
ｎ

体験利用

したことが

ある

体験利用を知っていたが、

利用したことはない 体験利用を知らない 無回答

性／年齢別では、「体験利用したことがある」は、男性は 40 歳代（16.7％）、女性は 30 歳代（12.7％）

で最も高い。「体験利用を知らない」は、20 歳代の男性（52.0％）、女性（60.0％）で最も高い。

居住区別では、「体験利用したことがある」は、中原区（12.8％）が最も高い。「体験利用を知ってい

たが、利用したことはない」は、川崎区（55.8％）、幸区（54.7％）、麻生区（53.3％）の順で高い。「体

験利用を知らない」は宮前区（43.6％）、多摩区（41.3％）の順で高い。


